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16世紀におFけるネーデルラント@プロ

テスタントのドイツ散住

一ーその経済史的概観一一
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石坂昭雄

日次

! 問題の所在

E 散f主の時期と規模・その出身

罰 ドイツにおけるネーデノレラント人宗教亡命者

(1) 亡命治の概観

(2) ネーデルラント系プロテスタントとドイツ経済

A 繊維工業 B 鉱山=金属精鋭業 C 遠隔地問商業

W 結び一一一つの展望一一

問題の所在

カトリックの反宗教改革攻勢とオランダ独立戦争を中に挟む， 16世紀後半

の激動は，ヨーロッパ近代史における一大転換期であった。これを境にヨー

ロッパの経済的・文化的中心は，地中海=南ヨーロッパを去って北西ヨーロ

ッパへ，カトリック地域からプロテスタント地域へ移動してしまい，スペイ

ン・ポノレトガノレ・イタリア・南ドイツ・南ネーデ、ノレラントの没落をよそに，
/ 

イギリスやオランダなどがヨーロッパの政治的・経済的リーダーシップを握

ることになった。ところで，この間の宗教戦争と宗教的迫害は数多くの宗教

亡命者を生み出し，このことがこうした経済ならびに文化の繁栄の中心を転

移させるのに大きく与っている。とりわけ，オランダ独立戦争前後のネーデ
テeイアスポラ

ルラント人の大散往は，それが自国ならびに移住先に及ぼした経済的・社会

的影響の点で並ぶものがない程である。それは，就中，次の理由に依ってい
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る。①，亡命者の主力が，ブランドノL ・ブラパント・エノーなどの，当時ヨ

ーロッパで最も高い技術と生産力を誇る，そしてその頂点には資本家的大経

営すら析出していた繊維工業(とりわけ「新毛織物工業UNieuwe DraIコeneや，

綿工業，絹工業など)，あるいは， リエージュ=リンプノレフ地方の高度に発達

した金属・鉱山業(製鉄・真鋳〉の生産者や尚人であったこと。却ち，彼等

の散住が，ヨーロッパの各地にこれらの諸産業を移植することとなった点。

②，オランダ独立戦争の過程で，当時ヨーロッパの国際商業のメトロポリス

として股賑を誇っていたアントウェノLベンが，スペイン寧の手に陥ち，多く

の富裕な商人層がその資本や取引網ともども，幾つかの新しい拠点に移った

ことっこのことは.これらの諸都市が， t政界商業の中心として新たな興隆を

遂げた重要な要閣で、ある。@，これら亡命者の圧倒的多数がプロテスタント，

とりわけカノレヴァン派(一部は.ノレター派と， メンノ一派などの再洗礼派〉

であったこと。とりわけ，カノレヴィニストの独特の教義と教会組織，ひいて

は独立戦争の中で次第に形成されて来る抵抗の思想、は，先に挙げたこつの点

とも絡み合って，移住先に様々の強烈な衝撃を与えず、にはおかなかった。

しかも，この時期ヨーロッパの宗教的勢力分布がまだ流動的であっただけ

に，このネーデルラント人亡命のもたらした影響も甚だ大きなものがあった。

この点，向じカノレヴィニストでも，ユグノーの場合と，状況が大いに呉って

いたっ(30年戦争の終結をもって，宗教的勢力分野はほぼ確定しており，ユグ

ノーは専らプロテスタント系の諸国にのみ入り込んだのである。〉

以下，本稿において，こうしたネーデ、ノLラント宗教亡命者の移住国の一つ

であるドイツについて噌それが及ぼした経済的影響を考察しようと試みるの

は，とりわけ次の理由に基いている。それは， ドイツがネーデノレラントに隣

接し言語的にも一一少くともフラマン系の言語は，北ドイツと向じ低地ドイ

ツ語に属するつ一一一，また経済・文化面でも密接な関係にあり，それゆえ，

最大の移住先であったこと。しかも， ドイツでは，分立した領邦や都市が，

国際情勢や内一部の社会的・政治的状況に影響されながら，それぞれ独自の宗

教政策を展開しつつこれら亡命者に対応したことが挙げられる。即ち， ドイ
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ツは，こうした宗教亡命に関する数々の CaseStudyを提供してくれるので

ある。

とはいえ，この点に関する研究は，他の有力な亡命先一一イギリス，スイ

ス，オランダー に比して，かなり遅れており，地域的にも年代的にも全体

を展望する研究はまだ現れていない。また，マックス・ウェーパーの問題提

起との関連からすれば，これらプロテスタント亡命者の流入が18世紀後半以

降のドイツ資本主義の生誕とどのような繋りを持っかが問われねばならない

が，この点についても明確な見通しが立てられていない。それゆえ，日下の

所は，各領邦や個々の都市毎の地方史的研究や教会史関係の史料に頼らざる

を得なし、しかし，こうした個別的研究や史料の蒐集が困難であるため，本

稿では，入手しえた限られた文献から取敢えず大把みな概観を試みるに止め，

更に詳細な史実の解明は今後の課題としたい。

日 散住の時期と規模・その出身

(1)時期，ネーデルラント人の移住の現象は，約一世紀間 3世代に亙って

いるが，この聞に，君主ノ、プスブ‘ルク家(カール 5世とその継承者フェリー

ベ21笠〉の反宗教改革政策の進展によって，次の 5つの大きな波が見られた。

①1531 ~40年。(1535年の異端取締令 Plakaat 発布， ミュンスターでの再洗礼

派蜂起とその惨敗に続く弾圧の時期J②1550年代， 1550年の4つの勅令，い

わゆる「流血法令JBloedplakaat による迫害，③1566~73年，偶像破壊運動

Be巴ldenstormとそれに続く，ヴァランシアンヌ Valencieロnes，リール Lille，

トゥノレネ-Tournaiなどのカノレヴァン派の武装蜂起と敗北。そして，それに

続くアノレパ公の弾圧。④1584年 ~90年，パノレマ公による南ネーデノレラント再

攻略，(とりわけ， 1584年ガン・ブリュージュ陥落， 1585年アントウェルベン

開城λ⑤1620~40年。リェージュ地方の金属工業生産者のスウェーデン(ル

イ・ド・ジェーノレ Louisde G巴er の誘致)やドイツ(ジャン・マリオット

Jean Mariotteの誘致〉への移住と，南ネーデノレラントの再洗礼派コロニー

の消滅。
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第 1期。この間に最も激しい迫害を蒙り，最も多くの犠牲者と亡命者を出

したのが再洗礼派で、あった。カーノレ5世は， ドイツのプロテスタント派とい

かなる妥協や和解Jこ達しようとも，その直領であるネーデルラントにおいて

は，些かもプロテスタントを容認せず，厳しい取締りを断行した。元米，ネ

ーテソレラントでは， r新しき信仰~ devotio moderna運動以来のフマニスムス

的改革運動の土壌が育っており，ツヴィングリーの影響下に，聖餐象徴主義

SacramentarIanIsme が普及していたし ドイツとの交流の深かった商業都

市アントウェノレベンの商人層の聞にもノレター派が伝播して行った。また，外

からは，ケノレンとワッセンベノレク Wassen berg (クレーブェ公領内の福音主

義派の拠点〉から絶えず，説教師達が秘かに潜入していた。だが，厳しい追

及の手を逃れるため多くの宗教改革家達がエムデン，ロンドン，パーゼノレ，

シュトラースブ、ルグ，ケノレンやクレーフェ領に亡命し外国の宗教改革運動

と交流した。こうした初期の宗教改革運動，とりわけ聖餐象徴主義の土壌に，

1529~30年頃から，再洗礼派が浸透し始めたが，この教義は，時恰もへノレダ

一公園との戦争で海上貿易の杜絶，そして深刻な経済的危機に苦しむ北ネー

デ/レラント(とりわけ，ホラントやフリースラント〉の大衆の間に共感を得

ていった。こうして，いずれ，多くのネーデルラントがミュンスターの悲劇l

に捲き込まれたのみか，ネ{デノレラント全域で，再洗礼派のみか聖餐象徴主

義者の狩立てと処刑が続いた。この派の住民は相次いで、北海やノミ/レト海泊岸

地方(エムデン，ヴィスマーノレ，ダンツィヒなど)に逃れ，やがてメンノー

.シモンズ MennoSImonsによってメンノ一派に再組織されて行くことに

なろう。

第二期は，カルヴァン派登場の時期に当っている。カノレヴァン派は，ジュ

ネーずから直接に，あるいはフランスを経由して1545年頃から南ネーデノレラ

ントのワロン地域(フランス語系〕に入り，次第に浸透しながら60年代には

北ネーデノレラントまで広がった。これに対して，カーノレ5世は， 1550年以降

4つの勅令を発布してこれを禁圧したため， 50年代に大量の亡命者(ロンド

ン，フランクフルトなど〉を出した。その後， 60年墳からネーデノレラントに
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おけ、るカノレヴィニストの地位が著しく強力となり，多くの亡命者が帰国しが

た， 1556年の偶像破壊運動 beeldenstormとそれに続くヴァラ Yシアンヌ，

リール，アウデナーノレデ， トヮノレネーなど， フランドル南西部(およびエノ

ーの一部〉の武装蜂起敗北，そしてアノレパ公の到着による大弾圧政策により

形勢は一変した。こうして，直接叛乱に参加したものは勿論，多数のネーデ

ノレラント・プロテスタントが国外に脱出したし，また続いで全土を舞台とし

て関われた独立戦争による荒廃は，一層人口流出を惹起した。

第三のピークは， 1585/90年の時期で，既に北ネーデノレラントとフランド

ルやブラバントは，ユトレヒト同盟を結び独立を宣していたが，パノレマ公ア

レキサンドル，ブアノレネーゼ AlexanderFarneseを主将とするスペイン寧は，

ユトレヒト同盟側の拠点を次々と奪回し， 1584年のガン，ブリュージュに続

き， 85年には長い包密の末アントウェノレベンが開城した。また北方では，オ

ーヴェルエイセノレ，フロニゲンなどの諸州がスペイン側に占領されている。

このため，再び多くの南ネーデノレラント人が故郷を棄てたが，とりわけアン

トウェノレベンの商人や手工業者(絹工業，染色業，ダイヤモンド磨き，精糖〉

は，オランダ各地のみならずドイツ諸都市に散って行った。

なお，第4期については，必ずしも宗教的動機に由ってはおらず，また移

住者が，一ーとりわけドイツに関しては一一プロテスタント系とは限らない

ので， 16世紀とは区別して論ずる必要があろう。

(2)亡命の規模。この聞の一世紀にわたる亡命者の総数を把握することは近

似的にせよ甚だ困難である。差し当って利用可能な史料は，教会関係の文書

である。これら亡命者は，移住先で自らの教会(改革派教会，一部はノレター

派教会〉を組織したのであり，こうしたワロン系またはフラマン系教会が亡

命者の大多数を掌握していたことは間違いなし、。だが，これら教会がネーデ

ノレラント人亡命者の総てを含んでいたわけで、はなかった。しかも，一定時点

でのドイツやイギリス各地のこれら教会の信徒の総数をうることも不可能で

ある。ところで，ネーデルラント系宗教亡命者達は，容易に安住の地を得ら

れず¥移住先での種々の障害が，度々彼等を再移住に一一ロンドンからドイ
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ツヘ，あるいは， ドイツ内部での一一議いやったっこのため，各地の教会の

信徒数の挙結な合算は，さ藍綾を認さ7兼ねない3 第二二の史料以，都市の種々の

史料であり，とりわけ ~I:住民権の取得ないしギル

うした亡命者の出身地や職業を知る焚:震な手掛りである。ただ，こ

flJJ召しうるのは多 の都市に限られる。

なお， 85/90年代にピークを迎えたネ…デノレラント人の亡命者は，その後，

オラング独立戦争の欝科とともに，還流一一北ネ…デ/レラント人のみな

ーデルラテント人も一ーし詰めるしこの移動は， 17官士総に入って，;;tラ

自覚しい繁栄さととげる一方， ドイツが30年戦争勺荒産する

ま寸法す激しくなるふ従って， 16笠紀に亡命したネ…デルラント人が，どれ

だけドイツに留ったかも検討する必要があろう c

さて e 全体として， I 日 L 、文隷は，こうした亡命者の総数々30~50万と

っていた。たとえば，ネ…デルラント入の亡命名、の教会v，こ関する先躍的研究

ったブァン・スへ/レブ品ン A.A. van Schむlvenは，ゴヒネーデノレラント

した南;;f.…デルラント人のみで50万に議するものと見ており，オラ γ

ダの経済史家ファン・ダィレン VanDill合nも，この数学会継承している。

この他，コノレニエ F.L合 Cornu，メイホッブァー].Meyhofferボルアフラ

ヴ:r.Borchg認す母， ドヮ・ピュんどュー/レ A.de Burbure， '子・ブ泳 γテー

ヌ LaFontaineな も 30~507Jという数字になっている。しかし，

これらの数字は，当時の南ネーデノレラントの人口約100 と上として明らかに

る。ぞれゆえラ戦後の諦研究にますいては，これら移住者数は‘ 5 ~J 

10万と評僻されている。たとえば，エミール・レオナーノレEmileG. Leonard 

は，その主著 Histaire Generale du Pratestantismeで， プノレパ時代の

みで，イギリスやドイツに亡命したものを107JとしムミーレγyスH.Pele-

rnans の修士論文も1567̂-'73年についてこれを 5万と見る。そして1952年に

出寂された通史 AlgemeneGeschiedenis der Nederlanden， V におい

て，この問題を扱ったアァン・ハウテ教授].A. van Houtt母は，もっとも

低自の数学会提示するコ即ち，議ネ…デ/レラ γ トからゴとネーデノレラント〈オ
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ラγダ)へ移住したものの数は 5.5万で，この他関外へは4万くうち 3万が

南の出身)で， うすう 2万は外舗に永注した。この他，アントウ品ノレベン陥落

後，北へ移ったものを 1万人とすれば，その鎗計は 8万5予となる。これは，

南の総人口の10%弱にも もっとも，この数字にますしでは，こ

とする批判もあり， ~!下の所， しい。

(3) 出身。これら亡命者の出 ることも，務しく関難

であるが， ネーデノレラント1IWの新片的史実からし

て，次空〉点は確認しえよう。

移住者のや核で、あるカノレグィニネストについては，手工業者ならびに

潟人が児倒的に多く，農民のIご命は絡んど見られなかった。従って，その移

枝先は需工業のや，心地，とりわけ都市にあった。とりわけ， 1566:与の蜂起

の中心地帯は，開l南フランドん

ァランシアンヌ 2 トヲ/レネ…， アウデナ…ノレグな

これらの地帯から，お人鵜，あるいは，

ならびにリーjV，r;/ 

り，敗北後，

議識物

している。この点は， ブランクアルトや ij品…ゼノレにおける

取得者の穀業からも明司 る。(付表立んB.C.車A.B これと

並ぶ源泉が，

際的商業都市には，

'-

々 ように，アントウ品/レベ った。この罷

くからノレター誌が法わったが，勉ブ7でカノレヴァン派も

、ていた。この始，南欧貿易によって，多くのニみ〆ヤ

人〈改宗ユダヤ人口氏マラノス〉も， していた。これらブロ

テスタント 結奈美J物

などの職人がき大量亡命念行うことになるが，注意、すべきことは，アントウ

ェノレベンから移住した蕗人j翠は必ずしもヅ口テスタントとは諮らなかった

とである。当時，アントウェノレベγたその本拠としながら溺欽貿易を営んで

，居留民BJjn品工たとしてケノレンに移り， またイタ Pア

もこれじ倣ってL、る。しかし援等は依然、として忠実なカトッりクで，宗

的支差点より込，アントウ広ノレベンの経済的地伎に対する不安から移住したも

のと怒われるG このJ誌は，ケルンに移ったネーデノレラント糸のカトヲッタ碕
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人についても向じことがし、える。

一方，北ネーデノレラントからの亡命者については，詳しいことは不明であ

るが，独立戦争の初期には，カノレヴァン派は北で殆んど勢力をもっておらず，

亡命者もそれ程多くはなかったであろう O 但し，最後までスペイン=カトリ

ック側に忠実であったアムステノレダムなど幾つかの都市では，有力な市民

(船主や商人〉が亡命しているし，また独立戦争のさ中にスペイン1llljに占領

されたフロニゲンでもカノレヴ、ァン派の国外税出が起きた。このように，北ネ

ーデルラ γ トの亡命者の多くは，ホラント，フリースラントの再洗礼派であ

るが，その殆どは，船員・漁民・商人など，海運や貿易の関係者が多かった

と思われる。そして，後にプロイセンに多数の農民も入植している。

国 ドイツにおけるネーデルラント人宗教亡命者

(1) 亡命地の概観

次に，移住先であるドイツの側から，その流入の実態と，影響を考察する

こととしたし、が，それに先立って，全体としての移住地の分布を確認してお

きたいぷ彼等の移住は，当然，従来からの文化的・経済的交流の経路に泊っ

ているのであり，逆に16i佐紀におけるネーデルラントとドイツとの交流の痕

を明らかにしてもくれよう。〉

ところで，彼等の移住の流れは，大きく二つに分けられる。(もちろん，両

者相互の交流も活発であったが。〉第 1は，ライン地方であり，北は国境を接

するクレーフェ公園から，ライン河を湖って造かスイスのパーゼノレに達する。

第 2は，隣りのオスト・フリースラント伯領から，ハンブ、ノレク，ホルシュタ

インを経て，ダγツィヒ，ポーランド，そしてオスト・プロイセンに及ぶ，

北海・バルト海沿岸である。この他， ライブツィヒやニュノレンペノレクなどの

商業都市やー，二の領邦への散発的移住も認められる。

A，ライン地方。ライン地方における最も重要な移住先は，クレーブェ公

国 HerzogtumKleveで，幾つかの都市にネーデルラント人の集団居留地が

形作られていた。この中でも，ライン地方における，ひいてはエムデンと並



16 君主紀に必~-.l'Q ネーデルランド・ヅ口テスタソトの rイツ数伎 お坂 315 (315) 

んで全ドイツのカノレヴァソ派の最大の拠点となり告

績についても したのがJ小アントウェ/レベンJKlein-Antw… 

日rp邑れとさえ称せられたヴェーゼノレ W巴selで， 70年代には 7~お000のネ

ーデノレラント jこ。その

あるが，議く少数の出身地の殺現してし、る亡命名ーについては，南北ネ…ダノヤ

ラント半々であり，付表illAに見られるように，ほとんど会主支を親識してい

る。またそのうわ，約半数が議総工業関係の手工業者， ;1~，滋が商人である。

〈麗 B)この俄幾つかの小都市にもネーうわレラント人のコロニューと改革派教

会がさ色れている。先ず，毛織物工業都市ゴッホ Gochには， 1540~60年fたか

ら流入が始交ったと兇られきガン，ブントウェノレベン T レンハウト

Turnhout，ス・ヘノレトーへンオミス 's-Hertog記れbosch，フラ…ヴェ Grave，Iご

ノレトレヒト Dordrecl誌などの新毛織物工楽関係在中心に， 1570~初年代には

2500人を数え， 1570年には， Ordonnanti日nder gemeint普及

god記$が作成された。このfth，ヴェルナー・ジ…モ る月号によれば，

ニヰメザッヒ Emmer公hC1570~80年関2000) ，レース蕊伐s，ヘネッブ Gennep

〈探オランダ領)，グレーブェ Kleve，カルカーノレ Kalkar，デユースブルグ

Duisburg (2500人， 1554年以i苦手)，クサンデン X註nte立などにも，

形成されている。なお多ゴッホ・ヘネッブ .v…ス・カノレカールなどには，

カノレグァン派の以前から，存洗礼派〈メンノ…派〉がな口ニーな成してし、た

が，ネーデノレラント系がこれに加っていたかどうか，カノレグヅンj尽く改革派〉

にどのような影響な及ぼしたかは不明で、ある。なお，領邦君主主たるグレーフ

ェ公〈吋ノレク柏 Mark，ぷLーワッヒ公 lu1ich，ベノレク公 Bergを兼ねる〉は，

カトザック ‘昨年以降， アノレパ公の在方さと受けて， カノレグァン派に

ど，ネーデノレヅ γ ト系亡命者に決して好意的ではなかったし，追放令を

スズぷイにンテ/ 4
0
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このグレーブ以 したIj、邦， メ…ノレス Grafschaft Moers (MDl'S 

bzw. Meurs)は，後にドイツ最大の議総務工業都市となったクレ…ブエノレト
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Krefeld に注尽に価する。恐らく 16l!t紀にも， (ノイユ

ナーノレ伯グィルヘノレム 3世 Wilbelm1iI von N日uenahr)の採っ

より，ネ…グノレラント系ブ口テスタント られたものと思

われるが，その正磁な数試不明であるの ちr-{ !1--へノレA3世はラこ

ケルン大司教とノイスト4刊日をめぐってやい，還に1586停にスペイン箪にこ

の邦を占領2された。そして，ここの邦のカトリッグイヒが薪行されたの、この後，

この地は， J設鱒によって，オヅニエエ家が1594:年にお絞し， 1597年にスペイン

したオランダ連邦準がここな点鎖したのこうして，ユーザッじポベ

ノレダj継泳戦争や， ふも…ザッピ Z ベノレタ

Pfalz-N母校burg家による

よって宗教的覧容が認められてし、たこの

，ブブアノレツ z ノイプノレグ

〆をtヱヲオラニエ

のであり，こう

とし

これら骸邦と

、、為、万
ヨ
h
gb
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…
。
レ
η
。
ノ
¥

グてじ

なったのは，ライン中流の帝国都市，

ケノレン 7ーへン， ブラングアノレト・アム・マインで、ある。カトりッグ

牙波であって商業都市ケjLノンには，アントウェノレベンのポルトガル湾人やイ

タザア商人(1574年以降〕やカトリッタ系を中心とするネーデルヅント尚人

の移住が昆られたのみならず¥市きち誌は，その惚業の復興のために敢えて7J

しずえこカノレヴィニストニ

そしてこうノレヴァ

の居住は， ケノレンに様々

対立を喚起ナることとなる。附じく，ネーグ/レラント るアーへン

A註chenも，

(f) 

したりエージ払やジンブノレブのみならいf，ブランドノレなど

商人るるいはアントウェノレベンの商人〔約4000人20

%) 次第にカノレヴァン派の カトりッグ って行く。

/レター派の帝国都市ブラングアノレト・アム・マインも，潟'*…デノレラント

:J:t与の新毛事築物あるいは絹織物 ，アントウぉノレベンから多

数の護絡なfレタ…i派l荷人を追えて， 1585年以降，rベルギー系移住都市として
の 2 ブランクブノレト 2繁栄期JFrankfurts zweite Blutezeit昌1s
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Kolonialstadtを築いたη

この他，アイプェル台地 Eifel鉄工業地帯のマンデノレシャイト伯領 Graf

schaft Mandelscheidtあるし、;主， シュトルベノレク Stolberg(ユーリッヒ領〉

やコノレネリミュンスター修道院旬、 AbteiCornelimunsterの菱亜鉛鉱業や真

鋳工業地帯も，ネーデノレラント系カげィニストのプールとなっ占。

長後~こ，ライン地方の幾つかのカノレヴァン派領、邦を欠かすことができない。

中でも1559年からカノルヴァン派に移行したクーア・ププアノレツ Kur-Pfalzは，

同派のドイツ最有力のf良子13となり， 首都ハイデノレベルクに多くのネーデノレラ

ント人を迎え入れたが，選帝侯フリードリッヒ 3世 KurfurstFrieclrich von 

Pfalzと次のヨーハン・カジミーノレ JohannCasi'TIir 主，没収した修道院所

領にネーデノレラント系植民都市を建設して新毛織物工業の移踏を計った。こ

うして， プランケンタール Frankenthal(1562)，シェーナウ Schonauく1562)，

ランプレヒト L札口.1brecht(1568)，オッテルブノレク Otcerburg(1579)が次々

に誕生し，フランケンタールとシェーナウは，一応毛織物工業地として名を

知られるに到った。次いで， ヨーハン・カジミーノレは，商業的拠点として，

ネッカールとラインの合流点に， 1605年新都市マンハイムIvIannheimを連

設 (30年戦争で破接の後51年再建〉し，ここをツンフト規制の全くない自由

な斑工業都市に育て，オランダの商業の先進基地としようと試みている。ま

たハーナウ伯領 GrafschaftHanauも， 1596年賀部に新市 Neu-Hanauを建

設し，ブランクアルトの宗教政策に不満を抱くネーデノレラント系カルヴィニ

スト，とりわけ，絹織物・ビール醸造，縁飾り Posamentiεrei，宝石磨きなど

の手工業者ーや商人を誘致しているし，オラニェ公ウィノレレムの甥ヨーハンの

所領ナッサウ伯倍、 GrafschaftNassauでも1596年に，ジーガーラント Sieg-

erlallclのディーツ Diezに，ヘッセン=カッセノレ方イ白モーリッツ Lanclgraf

TvIoritz von Hessen-Kassel も1604年に絹工業生産者を迎入れてL、る O

クーア・プファルツは，ネーデノレラント人の亡命地としてはF有限に当り，

それよりと流の地帯では，散発的事例しか見当らなし、。たとえば，シュトラ

ースブノレク Straβburgやブブアノレツブノレタ Pfalzburgなどb ユノレザスの諸
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都市には多少の新毛織物工業伝播の痕跡や宗教指導者の亡命が見られたにせ

よ，大量の移住と新産業・商業の大掛りな立地移動は生じていなかった。ま

たスイス(パーゼノレ，チューリッヒ，ジュネーヴなど〉の場合も，イタリア

ならびにフランス系が圧倒的で，ネーデノレラント系は，有名なマノレコ・ペレ

スtAarcoPerez (1567年にアントウェノレベンからバーゼノレに移住した絹・務

手毛織物商人で，パーゼノレに絹工業=絹撤物取引移植を企てる〉やセルヴォ

ーテール PeterT. Servauter (同じく 68年にパーゼルに移住〉を除くと殆ん

ど見当らない。但し， 30年戦争後には， プランケンタールやヴェーゼノレから

の第二次的移住により，ネーデノレラント系の新工業がもたらされている。

なお，ヴェストブァーレンは，宗教改革期の初期には，再洗礼派や聖餐象

徴主義者達を多数迎入れていたが， 1535年のミュンスター蜂起後，プロテス

タント系の勢力は完全に掃蕩され，隠れ潜む再洗礼派に厳しい追及の手が伸

びたから，カノレヴァン派の亡命も，困難であったo

B，北海=パルト海沿岸地域。この地域はハンザ諸都市の商業圏に属し，

北ネーデノレラント(ホラント，ゼーラント，フリースラント，フロニゲン〉は

勿論のこと，ブランドル諸都市やアントウェノレベンとも密接な商業上の交流

を経験して米た。それゆえ，多数のプロテスタントが海路この地域に亡命し，

また， -Eイギリスに逃れたネーデノレラント系プロテスタントも，この地方

に集団再移住を企てている。中でもネーデノレラントの東隣のオスト・フリー

スラント伯領 GrafschaftOstfriesland (工ムデン市 Emden，レーァ Leer，

ノルデン Nordenなど〉は，再洗礼派，カノレヴァン派双方の有力な亡命地と

なった。先ず，再洗礼派は1540年代以降多数がここに逃れ，メンノー・シモ

ンズtAennoSime>ns自身もここを一つの根拠地としながら離散した再洗礼

派の再建と再組織の弛まない活動を続けーた。これら再洗礼派は，最初，エム

デγ局辺のトヮ・ファノレ夕、-'t Falderなどの村落に潜んで，弾圧を逃れて

いた。一方，カノレヴァン派は， 1554年に P ンドンから移って来たクソレープが，

有名な宗教指導者ーヨハンネス・ア・ラスコ Johannesu Lasco ¥1こ卒いられて

ここに教会を樹立したが，これらロンドン・グループは，その指導者の影響
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により，著しくツヴィングリ一的であった。その後，ネーデ、ルラントからの

亡命者は数を土脅しとりわけ遠隔地貿易商人や海運業者の流入によって，ェ

ムデンは，穀物やイギリス毛織物取引の有力な中心地として勃興して行くこ

とになる。プレーメンには，ネーデ、ノレラント系の再洗礼派やカノレヴァン派の

影響が殆んど見られないのに対し，ハンブノレクは，北ドイツにおけるネーデ

ノレラント系プロテスタントの最も有力な亡命先であり，そのお陰でこの都市

はアムステノレダムに次ぐ、三塁要な国際商業都市に成長しえた。一再洗礼派は，北

ドイツのハンザ諸都市(ノレター派のリュベック，プレーメン，ハンブノレク〉

からは受入わしを拒否された。ロストック Rostock，シ L トラーノレズント Str--

alsundの態度は，これ程厳しくはなかったとはいえ，他のハンザ諸都市から

の圧力は強かった。ヴィスマーノレ Wismarは，既に1524年ーから内部に再洗礼

派が誕生しでおり，ネーデノレラント系を迎えてそのコロニーが出来上ったと

はいえ，ここも決して安住の地ではなかった。そこで，ネーデルラント系の

再洗礼派の多くは，ホルジュタイン南部のプレーゼシブルク Fresenburg(ハ

ンフゃルクとオノレデスロー Oldesloe の中間〉に潜伏し，メンノー・シモンズ

も度々ここに足を運んだ。後，ホノレシュタイン公国の君主を兼ねるデンマー

ク王クリスチャン 1世 Christian 1は，グリュックシュタット Gluckstadt

(1616)やフリードリヅヒシュタット Friedrichstadt(1623)などの新都市

建設に当ってこれら再洗礼派を誘致し，またシャウエンプノレク伯エノレンスト

Ernst von Schauenburgも，ハンブノレクの西隣(ピンネブルク直参領 Her-

rschaft Pinneburg)に新都市アルトブ Altonaを建設するに当って，u大特権』
Grose Freiheitを発布して信仰の自由を認めた。かくして，プレーゼンブソレ

クのネーデノレラント系再洗礼派の多くがこれら諸都市に移ったO そして，と

りわけアルトナは，オランダやドイツ各地からも新しい再洗礼派を迎え，ロ

ーゼン家 Roosen，ファン・デア・スミッ七ン家 Vander Smissen，ホーヴ

ェノレト家 Govert，ドヮ・フリーへノレ家 DeVliegerなどの有力商人がここを

舞台に誕生し，外国貿易・海運や捕鯨・織布などによって，この都市は繁栄

し7こO
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去にーデルノラントと 18くから 、ダンツィとやブ官-1-はン(ボーラ

ド綴の西ブ悶イ-1!ン vVestprでusen=主領ブ狩イセン Koniglich出 Preusen

と，東ブ世イセン Ostpreusen プロイ主主ン全額 HerzogtumPreusen)に

も多数のネーデノν，ラント人が亡命しており，ターン 1へlalterKuhn によ

1527~78年間に%。家侠に達すmる。うもず，プロイゼン公縦では警治況のブノレ

ブレヒト公Albrechtゑ三文すポーラン し ため1527

と

I-1011註nd

り.ブ p イジッシ""・ぷラント管区 AmtPr邑usisch-

ノミノレダイン Bardeynにホラント農民を人織させ，

これに加ったo しかし季これらホラント委設氏は乾燥し

った。そして，娩年ます

向う。続いて，、fニプノvソeレヒト?主ー

1556年にも，ケーニヒスベパJ グ近くのロースカソレデン Rosgarten(シェーン

ベノレク Sch山.berg)に， I潟じ僚な り の多数がち

て，夕、、ンツィ iじ潟辺のポーラン った。な

お，オスト・プ口イペ三ン第ーの商業都市ケーニヒスベノレグも，緩く少数の琳

織工，石二ζ，ざと1ぎを除き，ネーうわレラント亡命殺を受容れた形跡はない。ー

ダンツィ江市辻，続々流入して来るネ…ぅハレラント

しており，他のハ

えられた。このため，これら ，郊外の村々の領主〈グ…ヤヴ

ィ…ン可教Bischofvon Kむj註wien， レースラウ Bischof von Leslau， 

とりわけノイ・ショットラント Neu-Schottlandやホッペンブルッブ Hopp-

enbruch) に保護されながら織布やνース揃みなどの手工繁に従事し，グッ

ツィとのツンブト 7このま ヲダンツィヒ子n会は，
die stubl設uerNiεded号rungにネー水し されたジ品トゥーブラ

グノレラント

コニルピングにも，

をも

ん〕主
/
g

、、
再tt礼派

のグループがこれに部った。しかし，これらネ

ーデパノテント人の ，m民， とりわけ手工霊祭送金の氏J惑を翼いき



16世紀におけるネーデノレラント・プロテスタントのドイツ散住 石坂 321 (321) 

ーランド王は1550年彼等の苦情を聴き入れて追放を命じている。しかし，こ

れらネーデノレラント人は，rエノレピング支配領JTerritorium cler Staclt Elbing 
で，富裕な市民から借地して移り住んだ。そして， 1565年 z ラーグアノレト

Ellerwaldで5つの放牧地が入械のために提供されたのを皮切りに，ノーガ

トJII NogatとドラウゼンtlylDrausen-Seeに挟まれた低湿地デルタ地帯が，

これらネーデルラント人の手で干拓されて行った。また，マリエンブ、;1.-クrti

外の王室御料地 Di巴 OkonomieMarienburgにも1526年以持ネーデノレラント

の再洗礼派の入植が行われた。この他，ダンツィヒの南東のティーゲンホー

プ地区 Tieg巴nhofscherWinkelやベーアヴアルト地区 BarwaldischerWin 

kelの僚主 (1554年以降〉も彼等を入植せしめているし，この成功に刺戟さ

れて16世紀70年代からポーランド人の領主や王領地管理人・知事Starostaな

どもヴィスワ河 Wisla沿の低湿地に彼等の入植を計った。こうして， 西岸

のシュヴェッツ低地 SchwetzerNiederung，ザノレトヴィッツエノイエンブノレ

ク低地 Sartowitz-NeuenburgerNiederung， ファノレケナウ低地 F日lken品uer

Niederung，東洋では， クルム Kulm，グラウデンツ Grauclenz，トノレン Thorn

マリェンヴェノレダ-Marienwerderなどにこれら再洗礼派が入植した。そし

て，次の世代主1606与にノイマルク Neumar1王(プランデンブノレク11ft)やラ

ブク 1可泊のノイド、ノレブ低地 Werdernach Neudorf (ブレスト Brestの南方〉

にまでその居住地を拡げている。こうして，ネーデルラント移民は，ホラン

トから持込んだ技術によって低湿地を見こ草地や放牧地に変え，また酪音量

・果樹栽培に従事したのみか， 1凶65印O年カかミら;は主高地で

うして彼等は，グーツヘノレシャフトの支配的なプ戸イセンで、人格的には自由

な永借地差是の一群をなしていた。そして.ブリードリッヒ大王がポーラント‘

分割により，ヴェスト・プロイセンを1772年にプロイセン王国に併合ーした~，

再洗礼派は，家族を含め約1万2千(268ケ村〉を数えている。プロイセン

治下で彼等は兵役を免除されてはいたものの，乏し、免役税を課せられ?また

土地の追加取得を制限され，その経済活誌に大きな制約を蒙った。このため

1786年以降、一部は南戸シアのステップに移住して，ここに小麦栽摂や牧羊



322 C32;?) 経済学研究 u.}21{~ ~:n iり

などの農業技術を伝えている o 1914'"'¥三当時，これらi写洗礼派(メンノ一派〉

のコロニーは， ドイツ・ロシア・新大陸を含めて20-;]"を擁した。

この他には，ネーデルラント系亡命者の移住地としては，重要なものはな

い。たとえば，商人の移住地として，ニュルンベノレクやライプツィヒが，ま

た毛織物関係で、は，テューリンゲン=ザクセンのゲラ Gera(1572)，モイゼノレ

ヴィッツ Meuselwitz(1578)，フランケンベノレク Frankenbergが挙げられる他，

領邦としては，プランデンブルクのヨハヒムスタール Joachimstal (1604) 

位の所であるつ

(2) ネーデルラント系プロテスタントとドイツ経済

次に視点を転じて，これらのネーデノレラント系プロテスタントのもたらし

た種々の工業生産力が， ドイツ内でどのように展開して行ったか，また，ア

ントウェルベン没落に伴って， ドイツの諸商業都市がどこまでその後継者と

なりえたのかを考察して見ょう。ところで，彼等の経済的活動の中で最も重

要であったのは，繊維工業(新毛織物・綿織物・絹織物など)，金属工業(真

鋳・鉄工業)，ならびに遠隔地問商業=揮運業の三つであるから，それぞれに

ついて分析を進めて行きたい。

A，繊維工業。ドイツにおける新繊維工業部門の歴史で、先ず触れておかね

ばならないのは，アーへンにおける毛織物工業の事例である。ここは衰退し

つつあったとはいえ， ドイツで最も有力な毛織物工業都市でもあった。ここ

には1544年にフランドルから40名の織布工が流入したのを皮切りに， 50年代

からは，フランド、ノレやリエージュ=リンブルプの富裕な織元層が，真鋳製造

者やアントウェノレベンの香料商人などの大商人・金融業者などともにこの都

市に亡命して来た。こうして，アーへンでは，ブランドノレなどの毛織物工業

地帯で形成されていた資本制生産が一一そして，この亡命にって独立の手工

業者は一層没落し一一都市内に移し植えられたといえよう。これに対して，

カトリヅク的な織布工ツンフト G巴1羽w恥再vれ7九ιa叩1

工のツンフト加入を拒否し 1日55印9年に一度はこれらカ/ルレヴイニストの追放令

を市会に提案した程で、ある ο しカかミし， もともと，アーへンの有力市民との繋
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りを持っていたこれらネーデルラント系亡命者は，一層その結びつきを強め，

1574年には遂にツンフト加入に成功した。しかも， 77年からは，こうした新

毛織物生産はツンフト規制からも自由になったのて、あった。こうして，ネー

デノレラント系の亡命者は二大有力ツンフトである織布工ッ γ フトと，真鋳製

造業ツンフトで優勢となったのみで、はなし、。カノレヴァン派の組織的，精力的

布教活動によってその勢力は，総人口 2 万 5 千中約 1 万(ノレター派は1000~

1500)に達し， 1582"'1一三には市会で多数を占めた。こうしてアーへンの新毛織

物工業は，局辺のカトリック諸儀邦(リェージュ司教信l，ケノレン大司教tilt

ユーリッヒ公国〉の通商路閉塞にもかかわらず繁栄し，この都市工業はフラ

ンド、ノレの遺産を継示しうるかに思われた。だが，その後の宗教的対立，そし

て30年戦争の間に，アーへンの新毛織物工業はオランダ(ライデン〉やイギ

リスに市場を奪われ，内にはカトリック派の勝利により，ツンフト規制が強

化されて行く。即ち1593年には，アーへンは帝国勅令をドイツ皇帝より押し

つけられて，カノレヴァン派はギルドや市政の役職から逐われた。しかし，そ

の勢力はなお健在で、1611年にはクーデターによって市の政権を奪回した程で、

あった。しかし，カノレヴァン派の勝利も束の間のことであり， 1614年， ドイ

ツ皇帝の要請によってスピノラ Spinolaに卒いられたスペイン軍がこの市を

占領してカトリックの支配を復活した。それで、もカノレヴァン派は，オランダ

の強力な後楯によってなお市中に止ることができた。とはいえ，カトリック

派の手工業者ー達は，ツンフト規制強化とカルヴィニストの有力織元の追放を

絶えず画策していたのであり， 1648年ヴェストアァーレン条約でカトリック

の支配が国際的に承認されるとラ市当局も早速カノレヴィニストの追放を計画

する。これはオランダの介入で胆止されたもの，カノレグァン派の有力企業家

元の活動の余地はますます失われ，ツフント規制の強化により，織機台数は

3台，雇職人は4人に制眠されてしまう。こうして，有能な企業家達は， 17 

世紀末から，市外の農村(ブノレトシャイト修道院f，JtAbtei Burdscheid，ユー

リッヒ事頁のモンシャウl¥IIonschau，リンプノレプ信{のオイベン Eupen，オラン

ダ領のファーノレス Vaalsなど〉にその経営を移していくことになろう。
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これと対蹄的な経過を辿ったのは，ヴェーゼルの例であった。 15i笠紀末か

ら勃興して来たこの都市の毛織物工業は阜くも20年代には衰退に向い，その

経済的基盤もライン河とリッベ河 Li;.:>peを結ぶ穀物・塩・葡萄酒・毛織物な

どの商業にあった吋それゆえ，この都市には手工業者層による新工業移植へ

の拒絶反応がなく，ネーデルラントの手工業者に市の門を開放することによ

って新工業伝習の機会を得ょうとしたので、ある〔また，市当局のノレターi照的

宗教政策に対して，一般市民は，その宗教的改革運動の最初からの伝統から

して，むしろカルヴァン派に帰依して行き，還にはカノレヴァン派が市教会を

吸収するにいたった R こうして，ネーデノレラント人のもたらしたボ γノミジン

織 Bombasin(麻または綿の経糸と羊毛の緯糸)，トリップ織 Trip(毛のビロ

ードの一種)，縁飾 Posamentierei(絹〉などがここに定着したっそして1545

年には艶出水車Kalandermiihleがそのために設置される乃但しヴェーゼル

においては， トリップ織とボンパジン織にそれぞれ1545年と53年にツンフト

が結成されているのである今これは，ヴェーセ、ルに亡命したネーデルラント

人が，小生産者を中心としており，アーへンやケノレンのように有力な企業家

主ど含んでいなかったためで、あろうつもっとも，この両者とも，ウ、ェーゼノレの

1453年制定の毛織物ツンフト規制をはじめ，他の中世都市の場合に比して緩

やかなものであったっ例えば，徒弟修業ーのm定はトリップについては存在せ
ず，ボンノミジンでは 2年(他処での同様な修業は 3年〉に過ぎなし、。また

トザップでは，ボンパジンと異なり，市民権を取得していないものも加入な

認められている。またトリップでは，外部から半製品を輸入することさえ許

されていたっこうした緩やかな規制は，ネーデルラント人が故国に引揚げ，

ドイツ人が主体となるにつれて強化されて行く。そして， 17世紀初頭，オラ

ンダへの輸出を通じて繁栄したこれらの新繊維部門も，次第にミュンスター

可教領内の他の中心地一ーボホノレト Bocholt，ボルケン Borken.コースフェ

ルト Koesfeld，ヴェノレデン iVerden，ヴァーレンドルブ Warenclorf一一ーや，

同じくクレーフェ領、のデユースブノレクの競争によって衰退して行った。

アーへンやヴェーゼノレと異なりヲ地元へのJ手工業者層の激しい:JJ¥tJcを受け
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たのはラカトヲックのケルンとパタ一派のフランクフルト・アム・マインと

いうこ大常国者15Tむの場合である。ライン地方の諸都市のやで最も競強なカト

リッグの牙城であり，アントウェ/レベンを避難して移って来たボノレトガ、/レ・

イタリア るい試カトリッグ・ネ…ダノレラント系尚人の拠点であったにも

かかわ て， カノレヴプ し

種々の新繊維工たのは

の誘致合漁ったため

であったゥ中般には，アノしプス以北ではパヲと波ぶ最大の縞議物工業都市であ

ったケノレンは，その後日没蕊:後半に入ってからドイツ〈ウノレムのビ戸…ド，

アウグスヅ、ノレグ ニ叫/レンベルタ At1説話〉 や，

ブランス，スペインライタリア，とりわけネーデルラント(ガン，ブザュー

ジュ，とりわけプントウェノレペンなどの〉競争に苛しめられていた。それゆ

え，こうした亡命者による新工業移植は，ケルンの議総工業発肢の絶好のチ

ャンスであったが，綿織物ツンフトや綴織物ツンブト

ネ…デノレラント人による新設締(下級jまたは水力撚機 Rader-undMuhlen-

W 在rk)や， 1590年代から外米の絡入。〉子で輸入されて来る増量生糸 Besch-

wertを Seideあるいは染色糸伊政rbteS付金の増加に激しい敵議、さと示した0

1562年には，時識が，製糸女ユ二の位;与を奪うことをど理由に禁止されたし，

1564年に，アントウェルベンから移住して米たイタヲア人のアンプ P ジオ・

スピリタ'"Ambrosio Spiritalloは，製糸・仕上・染急を含めて， 2'1'討の7K

汚!右プケノレン市から認められたが， 67年その許可:を耳元消された。 iま

丈こ，rイタヲ し~、仕上1染生法令，市民の子弟にも{云援すること含

された， ヨ…ハン・デュザーノレ JohannDusart ~J.，をnl'こもかか

わらず1594年にツンツト側の ら48;:)ミンドグ〉生糸と

れたの そして， 1594年に決定=された新絹業規鎖 NeueSeidordnungによ

って，ニの鍾の総域の使用がツンブト欝成員と否とな関わず認められたもの

の， るため，染色は 2-3

ることも禁止された"また，，dN8559 
h
ソ市

られs

の使
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fはも禁止された他，幾つかの新差是品、

の管轄下に続入された。このよう

ツンフト

とりわけフランクブパ/ト るo 玄 -綿識物

も，世紀末からネーデノレヅント人とケノレンの市民との札撲が強まったの

この分野では，絹撲と異ってコト…デノvラント人は小生産者が多く，ツンフト

った。先ず'1540年慌にバルヘント・ツンアト B設rchentamt

ツンブト Lei前 nweber-Gaffel月号騒の下部認識として認められ，

1580年代VC，ボγパジン・カッブァCaffa・;:jミラット Borattなどのツン Y ト

も設立されたうそして， 1591年当持，ボンパジンおよびボラァト e ツンブト

745人の庄倒的多数は本ーデノレラント人であった。ケルン

ネ…デfレラユノト人から新工業の伝習を期待しており，0然資格

L告utξohneeinige QualifikatIon…一一プ官、テスタントのゆえケノレンの市民

権を得られないーーのツンブト加入を黙認して来たc Lかし世純米から，

これらネーデノレラジト人の競争をひしひしと惑ずるようになっ

とりわけ麻鞍ご仁ッ γアトは，市会に庇カを加え，1604年には，資格審

査が強化され 4年後には，厳格に融行されることになった。このように，

16世紀末から，市会出部市予言族議のネーデルラント系手工業者に対ーする保護

政策に対立しつつ， t皮宅事の媛れた技術による競争に脅えるカトヲッグ

ノミヅダに，このような持圧政策を強行したのが，ケノレンの皮宗教改革派

のザーダーである市長ハノレデンラ…ト日紅denrathで、ある。こうして，ケノレ

ンにおいては，カトリッグ よって，ネーグノレラント糸の亡

，宗教的のみならず経済的にも厳しい制約の下に置かれたのである p

そして，カノiノヴィニズムおドイツ人市民の間に絡んど勢力主どうることが句、き

なかった0，その一端は，ケノレンにおけるカトリック傑の非常に強力かつ組織

的な宣教活動(大学やドミユロ会やイェズス会による〉に依っているのまた，

ケ;L〆γの蔀市貴族震が，ネ…デ/レラント各地の大商人や都市資族綴と殆んど

人的繋り っていなかったことも，これらネ…デノレラント系カノレヴィニス

、たのである。
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ルタ一派の帝国都市フランクフルト・アム・マインには， 1554年に，イギ

リス(サマセットシャー Somersetshireのグラストンベリー Glastonbury)

から，プーレーン Valerand Poulhai nに率いられた24家族のワロン人・カ

ノレヴィニストが移住したのを皮切りに，その後フランドノレ・エノー・アルト

ワを中心に， 1567年まで約2000人(市の人口の13%)がここに亡命している。

これら初期の亡命者の中心は，新毛織物工業の生産者であり， 1559年には，

ドイツで最初の「硫毛毛織物業規則JBurschidweber-Ordnungが制定されて

いる。これは，硫毛毛織物 Bursat(W orsted)の他，呉紹 Camlot，トリッ

プ，カップァなどのビロード織，ホントスホーテ織 Hondscotweberや，ボ

ンパジン，バノレヘントなども包含していたが，わずかに39ケ条の簡単なもの

であり，製品規格〈とりわけ織糸の本数〉と検印を中心にしたもので，徒弟

修業は 1ヶ年しか要求されていない。従って，13L7年のフランクフノレトの

毛織物ツンプト規則，あるいはシュトラースブ、ノレクの1551年の規則に見られ

る生産高に関する制限や織機台数の制限も課していなかった。また，賃仕事

Lohnarbei tもー一一シュトラースブルクと異なり，一一これを公認している。

このように，新毛織物工業の生産者達の地位が公認されたのは，フランクフ

ルトの旧毛織物工業が15世紀末にはすっかり衰退していたためで、あろう。だ

が，フランクフノレトの新毛織物工業も，結局成功を見ずに潰えてしまう。そ

れは，原料として最適のへッセン産羊毛が得にくかったよに，ネーデノLラン

ト産あるし、はイギリス毛織物ー一一ここは，メアリー女王時代，イギリス人プ

ロテスタン卜の亡命地で、あったーーの競争に苦しめられたためで、あり，ツン

ブト側も検印税の負担の重いことに苦情を述べている。こうして，フラン

クブノレトでの毛織物生産に希望を失ったこれらネーデノレラント人達は， 1562 

年に，フランケンタールなどのプファノレツ領に退散してしまった。その後70

年代，再び流入が始まり，とりわけ85年以降アントウェルペンから多数が来

住した結果.ネーデルラント人は4000人 (20%)に達した。この時期のネー

デノレラント人がもたらした新産業は，アントウェノレベン， トクルネー，ヴァ

ランシアンヌ， リール， トゥノレコワン Tourcoingなどの絹織物業であり，
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新毛織物工業と呉なって，多数の有力な企業家を含んでいた。この絹織物工

業は，フランクフノレトでは，全く新しい工業であり， 60年代末からツンブト

の枠外で営まれていた。市当局が， 79年以降これをツンフトに編成し，種々

の規則を判定したのは，消費税徴収の{更を計るためであって，細かい規則は

課せられなかった。従って，水車などの器械の利用，兼営，婦女子労働の利

用も殆んで制限がなかった。それゆえ，この市は，ケノレンからも有力な企業

家をも吸収しえたのである。

但し，フランクフルトでも，カノレヴィニストは，たとえ市民権を与えられ

ても宗教的には無権利の侭に留め置かれ，ノレター派の市民連，とりわけ手工

業者の反感に閤まれていた。そしてルタ一派の牧師連は，手工業者に絶えず

ネーデノレラント人への敵意、を鳴っていた。この宗教的一一そして，同時に手

工業者の経済的反感にも結びついていた一一対立は，この帝国都市が周囲を

カノレヴァン派の有力領邦に取酉まれていただけに，一層尖鋭なものになった。

こうした中で，経済的利益のために敢えて寛容政策を採り続けて来た都市貴

族の自由派の勢力は後退し，カノレヴァン派への圧迫が強められた。こうして

1596年，これまで黙認されていたカルヴァン派。の教会開設(公然たる礼拝〉

が禁止され，これに不満を抱く一部のカノレヴィニスト(主としてトワノレネー

やヴァランシアンヌ出身者〕は，隣邦の首府ハーナウに，新市DieNeustadt 

Hanau od. Neu-Hanauを建設し，約2000人がここに移った。(もっとも商人

にとってはフランクフノレトの商業的便宜は捨て難く， 17世紀に入ってから，

帰還したものも多い。〉

こうして， ブランクアルトを退散したネーデノレラント人カノレヴィニストに

より，プファノレツの諸コロニーやノイ・ハーナウに新毛織物工業や，絹工業

・綿工業が移植され，これらの中心地も，やがて，ツンフト規制を制定する

にいたる。(シェーナウ1584年，フランケンターノレ， 1585年に暫定サーイ・グ

ログレン規則 ProvisorischeSayen-und Grobgrun-Ordnung， 90年制式化，

ノイ・ハーナウ， 1613年にトリップ・グログレン規則〉そして，フランケン

ターノレのサーイは， 17世紀初頭にケノレンやブランクフルトの商人の一手で、遠隔
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していた。その後，この

まり.これま

，戦摘を避けてノイ・

る縁飯に加えて，呉納 Camlotハーナウ

ぷ
ヤ
，p
，F
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J
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h
d
 

吟
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キ
み

戸、、クzν 省，，

o

e
フ

昨
日
た
ン

し

ハ

内

り

'

た

他

も

の
を

こ
造

アムステノレダム上告身のトリッ

プ織企業家 P …ダンポノレブ H巴rmannRodenborchとガンケン孔 Gancken

と協定を結んでそ っており，その後も種々

している。ハンブルクでは，ツンブトの課税は，ケノレンやブランク

アノレトに対主

人も，ツンフト

なかったから，ネーデ〉レラント人のみならずドイツ

しい絞符方式を自由に活用できた。これに対

， 1589年からツンブトの絞

る。だが，結局〈ンヅルクもブレーメン

して，ブレーメンでは，

20) 

らない。も，

B，鉱山=金鱗糠錦業，

米，

ーデルラントのミュ…ズJ!I流域には，

〔ディコトン Dinantなどの綴器製造， リンブ

/レブ Galm邑1・鉛鉱業，リニ&…ジュ=::トミュー!l〆の製鉄業〉

が繁栄しており， 15t世紀後半から， アーヘン〈ファ

γ・デア・カンメン Valld母1・Kammen，そンマ Mornmむアミア Amya，1:::' 

ーダ Byda，1レ…ヅント Rul註訟d) あるいはアイブコニル山地〈ゴェ Goe上I:l

カノレヴァ し，その取締りは， く

この身のヅンツゲン PU泣zgen，1464年〉に来住しているが，

Kupfermeisterをアーへ しめたし，またアントウ ι/レベンなど

のj哀惜地からも，綴・哀鋳取引の中心地であるこの地に，

まって来る。そして，

地元の幾人カミ

してし、る。こま工

，ツンフト加入を認められ，

ともに，カ/レヴァ

Blanch久 Baumhewer， Blanch邑士巴st，Brull， 

Buirette， von Eden. Fellingεr， Fremery， von Gansepoel， Hoesch， Japin， 

Melis， Nysset， Pillεra， von Ruef， Seu1in， Stuppart-~-の中で，最も高名

-で， まで続くのはヘヅシュ家 DieHoesch るO リンブノレタ公領 I~l γ
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ノレホルン W註lhornの土地}好有畿で， アノレデンベノレク Altenbergの菱亜鉛

山所有者であったレナノレト・ヘッシュ Lenartは， 1561年以来ア…ヘンに移

1)， TU弐権を得ていたが，スペイユべによる財産投i記念逃れるため， ザンブ、 J~

クの財産た殆んど手放している。後，後はフランケソタールに移り，この他

のネーグノレラント アーへン

る。その子イ品 vミアス Jer記mias(l568~1643) は， 1612年市外のシコ司トル

ベノレクtこaそ となっ

?とし，更に，そ ェレミアス(1610---'53)は，ヅィ b ト

うして，こ ， 18佐紀きと過とて， シェラ

Schoell恐れシュライヘノレ Schleicher家とも婚姻を結びながら，アイフェル岳

地やブ-{じト河谷の鉄工業，ダェL ーレンの製紙業にも進出して行くのである。

この他， アイツぉノレ山地では，ノレニコニ・ラト p 1ミenierRatlo ])ンブノレ

ァffi佼)，ジャン・パンヌ JeanP品nne，ゲルラッハ・ヅ…ダマーケノレ Gerlach

Rad日maker /J~， マンデルシャイト=プランケンハイム z ゲ口

/レシ L タイン伯 GrafG母rhardHans voれ Manderscheiclt…Blankenheim-

G合rolsteぬから製鉄所およ ってし、る。

C，遠編地路商業，ネーデノレヅント系詩人の移住地として最も:t向く，ア

ントウ広ノレベンの後継都市の一つに数えられたのは，ハンブツレクとブヅング

アルトであり，またケノレンも，一時期ネ…デルラント系商人の有力な拠点で

もあったのまたエムデンもこれには劣るが， ドイツにおけるカノレヴ、 7 ン派の

となり，その勃興を彼等の米誌に少なからγ負うているつ

ハンブルクは， 16位紀後半から， ザュベッグ くり、ンザ圏第一の

し， ドイツ スペイン，イタリアラボルトカザノレやネ{デノ~ラン

トの潟人迭を多数吸収したが，とり ったのは J釘ネーデノレヅン

ト人であったのそし ，社士記の交には約2000人(55引に達しているO

この中には， も含まれていたとはし、え，最も有力

な移住者ーは，アントウェノレベン系の商人達であ たとえば， 1619年に関

された/、ンフツレグ r 議替銀行 DieHamburg在rWechsel-ul1d Lぬ山詰111王



16世紀におけるネーデ、ルラント・プロテスタントのドイツ散住石坂 331 (331) 

の最初の預金者， 10万マノレク以上の大口は42名を数えるが， うち30名をこれ

らァ γ トウェノレペン系が占めている。中でも，首位のアムシンク Amsinck 

は， 64万(翌年80万〉と群を抜いている。この他，南ネーデノレラント口アー

へン地区の銅・真鋳工業の製造業者，あるいは毛織物工業地帯(ボワ・ノレ・

デュク Bois-le-duc，ムースクロン Mouscron，アート Aath)などの商人

が付加わる。これらの南ネーデノレラント系商人は，総て一一マティーセ、ン家

Mathiesenやデ・マイヤ一家 DeMeyerなど、のノレター派を別にすれば一一一

カノレヴァン派であり，この有力なルタ一派帝国都市の宗教政策からすれば，

彼等の宗教的活動は栢容れぬものであった。そして，毛織物商人層も，イギ

リスのマーチャント・アドヴェンチャラーズとの取引を維持し続けることを

望み，ネーデノレラント系商人に敵意、を示した。だが，こうした初期の札際は，

世紀末には解消に向う。それは，こうしたネーテ、ノレラント人の商業活動が，

ハンフツレクの世界商業における地位を大きく向上させるのに頁献したからで

ある。即ち，彼等は，ケノレン・フランクフノレト・エムデン，あるいはアムス

テノレ夕、、ム・ロッテノレダムなど，あるいはフランス・スペイン・ポルトガノレ・

イタリア各地に散住している同国人と密接に連繋し，各地から穀物・銅・毛

織物を集荷しながら，活溌なイベリア貿易を営んだが，このような新しい貿

易分野では，ハンサ、以来の商人ギノレドの壁も殆んど妨げとはならなかった。

こうして，ハンブ、ノレクでは，カノレヴァン派の市民は，自己の教会を設けるこ

とは認められなかったとはいえ，隣接したアルトナやシュターデ Stadeの教

会に赴くことは黙認されたので、ある。

ケルンは，先に述べたように，頑強にカトリックの立場を貫いたから，こ

こに拠点を移したネーデ、ノレラント系商人も，カトリック(または，それを装

う)が多かったのであろう。先ず，イタリア貿易は，その最も重要な活動分野

で， 1585/90年当時， 40人のネーデノレラント出身一一アントウェノレベンから

リールにいたる繊維工業地帯が多いーーの商人が，ヴェネチアを主とするイ

タリアとの貿易を営んでいたが， 1589~例年にケノレンが輸入した生糸のうち，

50%以上が14人のネーデノレラント人の手によった。また，毛織物輸出におい
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ても，ネーデルラント系はイタリア人の i商人を大きく引離していた。 1570~

89年の間，ケノレンは，ネーデノレラント産毛織物の一大集散地であり，ネーデ

ノレラント系商人達は， フランクアルト， シュトラースブノレク，ナウムブソレク，

ニュノレンベノレク， リンツ， ライブツィヒのメッセでこれらの商品を販売した。

また，ネーデノレラント系商人は， ケノレンを本拠に，ハンブノレク，エムデン，

アントウェノレペンなどを輸出基地としながら，スペイン=ポノレトガノレ貿易，

あるいは，パルト海，北欧貿易を営んで行った。しかし， 1589年を境に，ケ

ルンでは外来商人への圧迫が強められて行く。先ず何よりも財政的理由から

あらゆる取引に 100分の 1税100Pfennigが課せられ，ケルンを基地とする

{中継取引の大きな負担となったのみならず，これら外米商人に圧倒jされた地

元の商人達，とりわけ香料商人 Krameru. Sp巴zereihandlerなどの敵意も

激しくなって行く。こうして，ネーデノレラント系商人は， 80年代からフラン

クブノレトへ去って行くのである。 1594年から1631年までの間に，ブランクプ

ノレトの市民権を得たケノレン商人は 101人を数えるが，その中には，多数の南

ネーデノレラント系の名を一一そして最も富絡な商人達一ーを見出すことがで

きる。

フランクフルトは， もともと多くの|有ネーデノレラント商人の訪れるメッセ

都市であったから，多数がこの地に亡命しているが，最も多いのが，いうま

でもなくアルトウェノレベンで， 1600年ーまでにはO人の商人が移住した。その

中心は，約70人のノレター派 Martinistで，彼等は 1ダースだけで，全カノレ

ヴィニストに匹敵する資産を有していたといわれる。この他，ヴァランシア

ンヌ， リール， トウノレネー，ガン，ブリュージュなど， ブランドル・エノー，

プラノミントなどの毛織物・絹織物・麻織物や羊毛などの商人達で，合計200~\

近くになる。彼等は殆んどがカノレヴィニストであった。これらネーデノレラン

ト系商人は，次第にその資力では地元の商人を凌ぎ(付表 rrD)，大商人i告の

中心は2/3(約120人〉を占めるにいたった。こうして， ブランクアルトは，

彼等の流入によって， ドイツで最も有力なメッセ都市となり，とりわけ毛織

物や羊毛・麻=綿織物，絹織物・生糸などの取引をこの都市に硲{えをした。(こ
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れら移住商人の70%が，こうした繊維製品の取引を業務としているJそして，

ルタ一派商人達は，急速に地元のドイツ人市民と融合を遂て行くことにな
し

0

2
ブ
ハ
V

最後に， ドイツにおける最大のネーデノレラント人亡命設エムデンに触れて

おこう O 既に述べたように，ネーデルラント人の流入は1540年代に始まり，

54年以降は，再洗礼派とカノレヴァン派が，メソノー・シモンズとヨハンネス

・ァ・ラスコをそれぞれ指導者と仰ぎながら対抗を続けた。その後， 54~57 

王子に一つのピークを迎え， コロニーは60年代半ばで2~3000人に膨よってい

たが，更にアノレノくの押圧後， 5000人 (50%)にも達している。その後オラン

ダ独立戦争の好転によりその多くが帰国し，その数は1000人に落ちたが，

1581年にブ戸ニゲンがスペイン寧に制圧されると，ここから 150家族が亡命

して来た。これらネーデ、ノレラント人の最上層は，富裕な貿易商人や海運業者

Reederであり，隣接した北ネーデノレラント各地のみならず.ガンなど南ネ

ーデ、ノレラン卜人(主として穀物商人〉をも含んでいた。彼等は，中立国の地

位を利用し， また北ネーデノレラント諸都市とも連繋しながら，ノミノレト海=閤

・南ヨーロッパ貿易を活i援に営んでいた他，ヴェストアァーレン向穀物取

引，イギリス毛織物輸入などの新しい貿易を展開した。一方，ネーテ、/レラン

ト系の手工業者一一染色工，仕と工，織布工-ーは，地元の手工業者達とト

ラブソレを起すことなく定住することができた。それは，こうした手工業の分

野は，既存のツンフトと競合せず，殆んど規制もなかったからである。しか

も，ネーデノレラント人の手工業関係者の関には， フランクブノレトやケノレンの

場合のような大企業家は見られず¥彼等はツンフトに加入してその有力な一

員となった。こうして，エムデンでは，ネーデルラント人=カルヴァン派が，

殆んど、摩擦を惹起すことなく!日市民と融合を遂げた。そして，オランダ独立

戦争を通じて，政治的抵抗の精神を身につけたネーデ、ノレラント系カノレヴァン

派(メンゾ-.アルティング MensoAltingを指導者とする〕は，ルタ一派

に傾むき，スペインにも宥和政策を取らんとする領邦君主エドツアルトイ白

Edzard rrの教会=外交政策に反抗し， 1595年の反乱により，エムデン市は伯
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の支配を覆えし(エムデン革命 EmdenerRevolution)，領邦教会からエムデ

ンのカノレヴァン派教会を分離独立せしめたので、ある。

N 結び 1つの展望

以上の簡単な概観から， 16世紀におけるネーデノレラント・プ Pテスタント

のドイツ流入がもたらした経済的帰結について，一応の展望を述べておきた

し、。

先ず，亡命者の三つの源泉の一つである，アントウェノレベン出身者を中心

とする商人摺(一部はノレター派，そして少数のカトリックを含む〉の移住が，

幾つかの荷業都市の目覚しい興隆の原因であったことは誰しも否定しえぬ所

であろう。とりわけハンブ、/レクは，後にアムステノレダムに大きく引離される

にせよ，これを境にリュベックに代ってドイツ第一の海港都市にのし上るこ

とができた。またフランクフルトも，これらネーデノレラント系商人の来住に

よって，毛織物。絹織物をはじめとする国際商業に有力な地歩を築くにいた

った。また，エムデンも，アムステノレダムやハンブノレクに従属していたとは

いえ，海運業やエムス)1¥上流との商業によって繁栄して行った。そして，北

ドイツ農村に隠れ住んでいたネーデ、ノレラント系再洗礼派も， 17世紀にはエム

デンやアルトナ，グリュックシュタットなどの海港都市に集まり，貿易に従

事した。

これに対して，工業における影響は，かなり複雑であり，後のドイツ資本

主義形成との関連も，幾つかの媒介を必要としている O 第 1V，こi注呂すべきこ

とは，これらネーデノレラント人のもたらした「新毛織物工業」自体は，結局

はドイツに定着することなく終ったことである。その原因の一つは，いうま

でもなく，彼等の亡命先が都市であったため，結局はれ現地の手工業ツンブ

トから激しい反援と政治的@宗教的庄迫を蒙ったことを挙げねばならない。

彼等が，何故，これら特権都市を避けて，長村，とりわけ農村工業地帯に入

り込まなかったか，この点に関する答は決して単純ではない。恐らく領邦君

主の支配下にある農村に比して，都市，とりわけ帝国都市の方が安全な避難
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ったものと られるし，これら ?ト塑市場に大きく

デルラント新iIの

ったことも，そ られる。この点で，階オt

工業ないし も，検討を加える必

支たイギロスやオランダ，スイスの場合とも比較して行

らなし、。なおーこの点に認して興味深い事例がグーア・ブブァノレツ

り，このカルヴァンi奈の領郊には，ブタンケンタールやシェーナウの如き

コ口ニーが建設されたyうにここ勺は最初自由な農村工殺とし

て出発したにもかかわらず，後に，ーむしろ領邦君主の意に反し

ブランドノレのホントスホーテなどの淡村工芸誌の中心地の諾土良識はもちろんの

加と，主計ラングのライデンの場合企も波ぐ厳格な規制が作られたことである。

これは z ブタンケンタールなどのコ口ぷーが，大企業家主と含ま

してし、7ここと?こよる ろう。こうして，

ドイツに根をおろすことができヌ，

ドイツ 商業における設も を失ったことになる。

ボソパジンやノミノレヘントなど学燃の新製品の方は 1;;1':;0;-"ばんき 7…へン，

ブランケンタールなどに導入されたものの，これら中心地は，結局はこれら

きずに終っ

されて行くことになろう

tこ

ラケル:/やツランクフノレトなど 内に…ー…そし

‘て しえたのであったが，こ ，やが

ては， クレーフェノレトやヴッパ…ター/レなどの農村工業に 絹に

ることIこll:らず，綿工業の発展にも，そして

なる。

次に金1潟・鉱山菜においては，指ネーデノレラント

ンやその湾辺のシュトノレベノレグ， コノレネリミュンスタ…な

J少←紬 J、

-真鋳ヱ業安

あるしえまアイアェ 発展に し，

Kleiな.eisεnindustrieともーーイ詩じくカ/レヴ γ なlレ古ルィt交
ツ

hv
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Jぷら， もヘッシュ Hoeschなど してし

る。

Fこ

これらネーダノi〆ヅント系ヅ開デスタソトがドイツ

それほど大設なものではなかったし，ij広….:r!.Jレや

ブランケンタ…/レなどのネーデ、ノレラソト系カノレヴィニストのコ P ニニ…も，有

カな工業都市長二成長しえなかったのしかし，

生成とは大i!!な関わりを持ってし、ること

これらネ…デノレラント系カルヴィニスト

ドイツ資本主義の

るものではない。それは，

， ライン;地方に強力なt;ノレ

ヴァンjJ夜空〉核安作り上げたこと

人のカノレヴ fニストと

ワラ ネーデノレラテント人は， ドイツ

く。そして，ライン地方のカルヴァソ

派教会は，教会会議 Synodない

どの援助言と行いながら，種々

Klasseを通じ

いるのこのようなカルヴ 7

っかり

ザ
L

-

村

ラ

し
・
由
民

ぽ

ラ
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及

て

し
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つ
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去
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影
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符

い
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を

強

年

器

時

も
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派吸収してL、ったの 。そして }レタ

イ

むー…v主，

(メンノ…派〉一一吟ネ…デノレラント

されているメールス タレ←フェノiノト

り，彼等のもたらした絹織物工業によってこ

して行くことになろう。

ドイツ も有力

くま主〉

り この時代tこは， I設に凝っかの大規模な祭教的亡命者の然閉が見られる。 1，ツラ

ンスのカルヴイよニストぐctとLでスイスやエノレザスヘ〉噌 ii，カトザヅダ災機寝間

しく吹きすさんだ:[とイタリアーーとちわけスベイ

ったミラ/公窪1Cミラ/・コそ入ノ;〆ヅカなどtて〉総等級・

主としてスイスヘー iii，ft:iJじく異議審問に脅えたボルトブ〆ノスペイン系改

夕、、ヤ/、(マラノヌ Marranos)，などあち‘いずれも，稜々の工業や貿易・ゑ

滋緩め立地移動J二大ぎな役割を;果したのなぎゴ，イングランドからも，宗教亡命お

…ーメアリ -T:支例代のプ戸テスタント MarianExileやげ山一リタンの一総一一
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が大陸に政ltMているが 3 数のどCも経済的影空襲iも決してブミき々もので、はなかっ
た。

2) ここでいう才一 ラント〈ハブスフツレク淡令lî"iの 171れョこr~ リニヰージニ丸湾主主鍛

やスタヴロ一端γ ノレメデ千 Stavelot-Malm長dy修退院綴F ブイヨン BOllillon，ヵ

ンブレ- Cambrai奇数銭。今日のベネルックスに北ツランスの/ール尽きど加え

たものにほぼ相当する。〉とドイツの僚と採は，今E1と考会少ずれており，上ゲルダル

ン Oder…Geldernは当時ネーデノレラ γト餐L 践にオランダのへ;f.elプ Gennepは

ドイツ〈グレーアェ〉領であった。ネーデノレラントの大部分〈ブリーステントを

徐く〉は:1ヒドイツと潟じ{民総ドイツ諮〈一部はや怒ドイツ言語〉望書に燦し℃ぶり，
ドイツの雲寺援物被との文化的交流は緊空襲':-なあった。ニしに対して、下旬ネーデノ:ノ

ントの南きちのワ日ン諮(ブラ γス語方の地域からドイツに亡命した人々は，

く5異質の文化滋のやに飛び込んだことに注る。そして，彼等は，多くの総会，

ブラマンコ公{民地ドイツ務系とは刻イ協のワロンF宗教会会。，亡命先で建設している。

の このfril怒さど全体とし℃扱った絞究とじてほ， I日くは， G， Witzel，“Gewerbegesc 
hichtliche Stuclien zm nieclerlandischen Einwanderun話 II1Deutschlal1d im 16 

lahrhundert"， V.，restdeutsche Zeitschdft fii，r Geschtchte und Kllnst， XXIX 

(1910)， 117…181， 419~451 があるがラその扱って乞、るのは.ブランクアルト

・ケルンのニ都市に~られてL 、る。よ七絞的立主近でははr. Kuhn，“ひieniederl加ふ

たch-・norddeutscheロ Siedl註註gsbewegungen cles 16， und 17. lahrhundertsぺ
Geschichtliche Landeskllnde llnd U 11lversalg訂 chichte閑 Festgabefur 

Hermann Allbin (Hamburg， 1950)多 241…57，が， -rr::O)Ji要望を与えてくれ."60
玄た，W¥Simo治 $， Dte Einwanderllng niederlandischer Religionsfluchtli 

nge im 16. Jahrhundert an den Niederr・heinU71d ihreβedeutullg fur 

das lVirtschaftslebell， besζmders fur das Iliederrheinische Textilgewerbe 

(Unveroifentlichte Diss. Koln， 1939)ゃを P.Kocb， Der EillfluS dωCαふ

むl~Sln則的zd des 1'vlげle必e引餅仰m糊!?W仰niten山z

E打問I 1汐5eがitかr吻官αgZllλila広Z，;芯ε1双ミF々万be計r岨 : “ Diμe Pフ7γ喝'ot泌te削st品尉ntれ2日g江cheEth日i走uイ川ndde討7‘Ge訂l.~ぱt 

des }必zむμa之ψpi必f江taliお5狩mμu削t付ぷ♂"(Kτ閃efeld，1928. Diss. Mi.inchen)も， ライン:ltl!，コケにつL
れを概観し即日、るG なお役立、新しし、務先日.Schilling， 1、liedrlぷndlscheEx-
zィlantellim 16. J ahrhundet・t. J hre Stellul1g im SozIal!uge und im 

religiosen Leben deutscher und englischer StぷdteCSchrIften d田 Vereins

fur ReIormationsgeschichte， nr. 187， Jl'g. 78/79 ; Gutersloh， 1972)は， ドイツの

5都市(ケノレン， ア…ヘンラハンヅノレ夕、 フラングアノレト・ム・マインー ゥー工

ーゼノレ，エムデン〉とイギザスのロンドンについて，ネーダノL〆ヲント人亡命容が

移校先で惹き起した経済的・来季主的緊張関係会分析した興味深し てごあり j 'i設

よって，これら諸都市はもちろん， ドイツの{患の都市や地域，そ
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ごイギジスやスイスへの京数亡命の研究状況をう':11る

-.ナランダ{闘の研究もジそしてんではむ スへ

ノレブぷンの研究人入.van Schelven， De nederdllitsche Vlllchtlingt'nkerkel1 

der 16 de eellW in Enp;elal1d en Duitschlαl1d in hllnne beteekenis仰 orde 

Reformatie in de Nede，.[anden ('s-Gravenha詰e，1号08) 以後 R.

vaぉ Roosbroeck，Emmigrantm. Ned付 tlandse'Vluchtlingell in Duitslαnd 

(1550-1600)， いなven1968 未見〕会数えるのみ、マラある。 なお]. A. van 

Houtte，“Het eco口omischev枝問1van het Zuideロヘ Alf!e問 eneGeschiedenis 
der Nederl制点的¥1(1952)， 184-192も，この問題合終しく談つがれもる。

なお，アメリカの続交 F.A. Norwood， The Reformαtion Refugees aS an 

Eco!lornic F orce (Studi開 inChurch History， ; Chicago， 1942) [これは，

The Ecθnomic Life and 1 nfluence of the Protestant Refugees in tIば 16

th Cen訂正，.)'， Ph. D. Thesis， Yale， 1941) (l)改訂版]は，今回は委主認しえなか

った。

め これら亡命去の大部分は‘手返すえ…デノレラントの諮郊の111労務で、あるが， ::iヒネーデ

ノレラントからもかなりの教の亡命務会出してし、そして， ;jとネーデノレラント

(オラ γタフ人法，ツラ γ ン人と…絡に{豆地下イツ語教会合続殺しもどし必。従っ

て，両者支係議して取扱うことは、慰安立であり，こ ι二、では一括命ずることにし

たい。なぎ号待綴ÉI~には，合ヅン〆独立戦争の一応(!)終結 (1609年の 121下休戦〉を

こじておきたい。もちろん，その後も， ネーデ、ノレラント人亡命さ警の湾移動や滋

流があったが，その点t主，必芝ぎに応じて完全れるに止めたい。

1 

i) Simons， a. a. 0.， S. 22-47 ; E. M. Braekman，“Probl色meconcerぉantl'emm-

igration belge aux XVIIe sii'cl♂， Geistige und reltgioSI' Problι:me des 

Zeitalters d，ゲ Glallbenkampfein den Niederlanden und am Niederrhein 
(Niedet'schrift iiber die T agung der バルeitsgemeinschftuber westde-

utsche Landes-μnd Volksfol'schllng (Bonn) ・nSchlei・den(Eifel) vom 29 

"41り1'ilbis 1. Mai 1936J， 白色nl11963、47-51; C， Kτahn， Dutch Anabaptism 

: Origin， Sj>reαd， Ufe and 7'hought (1450…1600)， [Martinus-Nijhoff; 

The Hague， 1968J ; L. E. HaJkin en A. Lし.I立iζ.¥1e佼rhe匂y一rden仏1，“1ひ)ehervo佼工ml必沿gin l口3 

het ZuばlIden‘Staaten kerl， tegenover de ketters"， Algemene Geschiedenis der 
Nederlαnden， IV (1952)、 250-263;人‘J.Roelink， "Reformatorische strom吋

ingen in het Noordenぺibid，264-280; dez.，“Het Cnlvininismeぺibid.281 

-304. 

2) cf. J. La metallw'gie liegFoise et 50n expansioη 州 XVII俗 siecle

(Li長ge，1939)， Livre 11ぞ
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3) Braekman， ot. cit.司 p.50; 1. A. va治氏。utte，“波紋 ccol1omischeverval van 

het Zuidenぺ Algel~ばne Geschiedenis der N ederlanden， V C 1 192.ぉj

つによれば (1566年〉、当時ネーラ子、ノしラントのヅロテユタントは 2575

(10万が王寺ノしさfィニニスト、 5万がノター派兵や杯洗礼派， 104;';'来住進言〉となって

いる0

4) Van Houtte， a. W.， 181 ; E. Coornaert， Un centre industriel d' 

La draperie-sayetterie d' H ondschoote XIVe -XV 11 e siecles (Paris， 

1930)， 40-3， 430-31; W 場 Brulez，"De opstand van het industriegebied in 

1566ぺlincienPays et Assemlee d' Etats， IVひきち2)，81-101. 1566{~当

時， り…ノレ周辺il)幾村工業地;貯は， fEffi](jきにカノレヴアンj取に務与 ，なおカトリッ

クが支配的な絡農業土取得と際立った対照をなし℃いたc なお，蘇綴物了仁講義地帯

〈ノしーセラ…レ Roese沿elare，ターノレトレ~ Kortrijk，アールスト Aalst，ラゴンデソL

ンデ Dendermonde，ヘうーんツベノレへン Geraardsbergen，;/S、は，ブリ%ツ

ノ1--， リーノレラプラス‘ ドウニιーなど〉からも，多数のカルヴィェy トがlごすfし

ているが‘この場合，オラン〆さど郊にずれJ宏、 ドイツよちもフラソァ、に逃れたよ

うである。パリには1573学三三託手ヰ00人のネ…グルラン卜人麻織士、がし、たといわれ

るしヅロワ Bloisやヅレーシ品流域Bl岳cheに‘援掛織が移慰されている。し

かしプランス自身が宗教戦争の夜中にあったから 2 決してまど住のi告では、なかっ

ずこe E. Sabbe， De belgische 官lasni子verheid、 I (Brl1gge， 1943; Werken 

uitgege，疋ndoor de Faむ111teitvan de Wijsbeg使 T士号 en Letteren， 95)宅 311 

5) アントウヱ 11-ペンについては， H. van d母rVfee， TheGγowth the Ant1ωert 

Mm泌が and the EU1'O)うeanEconom y (F 0削寸eeガ訪問SixteenCcntllries)， 

TheH設夜間 1963ラ rr ， 245 ff ; W. 1ヨrulez，"1コediaspora der Antwerpse Kooplui op 
het einde van de 16 de閉山;;"， Bijdragen voor de Geschiedeア1isder Neder-

Janden， XV (1960)， 279--306;繋療福也 r16005;手前授における南ネーデルラ

ントとイベリア貿易J(ト“撚議議~]第76老合会き 5 考， 1976王手〉。なお，この遜穏でヅ

ロアスタント (とりわけ噌ノvタ…派〉も今数亡命してし必ものと考え

られるが，彼等法， ドイツにおけるネーうわレラント系コ口ニューには余くといっ

長い;まど参加していたい。 まずこ捻民も，殆んどこの亡命におわっていないように

怠わ.r1-る。

の これら再洗礼採は，単に下憾のみでなく.7:1会のあらゆる際!議会合ふろ中には笛

宗谷TJ:議会主三令貿易務人が含窓会1ていた。 K. H. Ludwiふ Zur Be山

Weichseldeltas durch die lVlennoJlIte凡 DieSiedlung dC1-lVlennoniten 

imγerritoriょ1mder Stadt Elb111g und in der ()kol1omie Jlllarin，bupg bis 

z附 .Ubernahme der Gebiete dtげ chP1"eufgen 1772 (Marburg， 196 i)， 33 
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1) 全体を展2きするものとしては‘ Witzel， Kuhnの論文、また再洗礼派については
I<rahnの著書を参照。

2) Simons， a. a. 0.， 75 ff ; W. B凸sken，“Dieniederlandische Fluchtlingsgemeincle 

zu Goch und ihre Ordnung ¥'on 1570'ぺZeitschriftdes ber gischen Gesch;c 

htsveruns， XXVI (1903)， 188-210. 

デユースブソレクでは噌 1578年~1612年に市民1計三を獲得した405名中261 名のi険業

が判明しているが，うち半数が，麻，ボンパジン織じ染色L 毛皮製造:rであ

った。 P.I<och， a. a. 0.， 25. 

3) Simons， a. a 0.， 94 ff; P. I<och， a. a. 0.， 21 f.グレーブェノレトへの本絡的

流入l土， 1600年以降で，確かに多くのネーデノレラント系の姓がその中iこ多数見出

される。たとえば Opden Graf (16JO年頃).Heinrich ¥'on der Leyen (1668年，

ベノレクの Radevormwaldeより)， Scheuten， Flohe， Ter Meer， Eellen， Heesken 

(1694年〉など。但し，もともとネーデノLラントと交流の激しかったこの地方のこ

とゆえ.これだけで、は.出身地の決め手とはなりえない。なお， 17世紀のクレー

フェルトは，オランダとは親密な関係にあったと思われる。 1683年に，このi也の

麻織丁、が，ベンシノレヴェイニアの GermanT ownの入総に加わり句 4つの村溶の

一つを Crefeldと名付けているが‘これも、恐らく.Nieuw-Amsterclam時代か

らの，新大陸との交流の*f~統であろう。

なお， P. I<ochは.Monchen-Gladbachや Rheydt，Hardtなども再洗礼派

やカノレヴイニスト、とりわけ』ネーテノレラント系の亡命地に数えているが， (S. 24) 

その詳細は明示されてL、ない。

4) 後tl¥327頁。

5) H. von Asten，“Religi凸seund wirtschaftliche Antriebe im niederrheinischen 

Montangewerbe des 16. uncl 17. .lahrhunclertぺRhunischeVierteljahrsblatter. 

XXVIII (1963)， 62-83. 15931frこディートリッヒ 61立が死ぬと，ここにも反宗
教改革が持込まれるが，カノレヴ 7ン派の企業家の経済的優位のゆえにこれに耐・え

ることができたL，1609年には G巴munclに改革派の教会が樹立された。また，

Stolbergや Cornelimunsterについては， I<lara van Eyll， Die Kutfermeistn 

im Stolberger Tal-Zur叩 irtschaftlichenAktivitat einer religiosen 11，1;n-

derheit (I<olner Vortrage zur Sozial-und ¥Virtschaftsgeschichte， Heft 17 ; K凸!日

1971) ; C. Bruclmer， Zur Wirtschaftsgeschichte des Regi♂-u.ngsbezirks 

Aachell (Schriften zu了Rheinisch-¥司1estfalischcnWirtschaftsgeschichte， Bd. 16 ; 

I<oln， 1967)，271 ff. 

6) I<uhn， a. a. 0.， S. 246 ; E. Gothein， Wirtschaftsgeschichte des Sch叩 arz-

waldes und derαngrenzenden Landschaften (Strasburg， 1892)‘ rr， 675 
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f.;d己主5，“Mannheim im ersten lahrhundert seines B程stehens"，Zeitscht'j ft jur 

die Geschichte des ()berrheins， NF.， IV (1889)， 129-211‘ 

7) J. A. van Houtte，仏関門 187;Witzel， ι a. ().， 132-3.ハーナウイぬ綴につ

いては，後述， 328賞。

8) CoO!naert， 0)う. ci.ム， p.引.このf乱 .;t/lノLムスヘbアウグスプノレクら，ホントス

ホーテ絞め伝嬬うわとしてき挙げられているが，その影響のほどは不明である。

9) W. Boゐ11er，Der Einflu，9 der Refugianteneinwaw1erung von 1500… 1700 
anf die schweize1'lsche T，Virtschaft. Ein Beitrag zur Geschichte des 

F t'lihkμpitalismus und der' Textilmdustrie (B号iheft zur Zeitschrift fur 

Schweizerische G脱会ichte，Heft 3 ;おrich，1963)， 35-6， 94-5. 

10) Krahn， ot. cit.，れ4ff. ; Ludwig， a. a. O. ; K註hn，a.仏 0.，250ーし

霊祭象徴主義滞の一部主，手足光子し派?こ合流したが，主義ちiま夕、ンツィヒのカノレグ

アン派に吸収されたc 主主主0，苓洗礼派のブトースラント糸とフラマン系は，容易r

iこ滋会せず，口シア移{タカ段階二漸く一体化したほどで=あった。

11) Witzel，ι仏 0.，131; Kuhn， a. a. 0.，246; H. Kellenbεnz，“Unt区間h111ertum

i111 suddeutschen Raum zu Beginn der NeuzeitヘinK. Rudinger (Hrsg)， 
Gemeinsame Erbe. Prosjうektiveneuropaischer GeschichteくMunchen，1959)， 

117.1.工会0，マークラJブノレタの場合i土，マンハイムの:再度の紋?誌の後， !日ワロン系

がユグノーと共に浮移住したケースに属する。ゲラ・ 4をイゼルりf.{ッツ・ブヅン

ケンベノレクについては， W. Troeltsch， Die Calwer Zeughandlungskompanre 

und ihre Arbeiter (1ena， 1897)， S. 4治¥，記述史料にj処っているのみで、，その

この{弘 ドイツにおける幾つかのフちゃヴァン派の中心地強たとえば，パノレメン

認定エノレパ…フェルト， ゾーリンゲンぉ vネッブ， レムシ γイトやブェストヅ γ

ーレンめ幾"つかのカノLヴアン語その慾郊については，ネーグノしラ γ ト人の流入の痕

跡さピ見出すことがで、きなし、。

12) Schilling，札 ι0.，72恥-6;97… 101. 104-5; H.. I{isch，“Das Erbe des 

Mittelalters. Ein Hemmnis wirtschaftlicher Entwic公jむng:人証chensTuchgew-

erbe vor 1790". RheinIsc批判erteljαhrsblatter¥x)[x(1965)， 253--308. 

13) sお;r郊1芯10出n瓜Sふ，a仏.a仏‘ 0.， 9ω9 ffれ;公i泌1浜il口!i均ng，a仏.aι.O.吋， 7ぬS一71い;Z乞.明W.S臼恥n官叫e討iηle佼r，

0叩pl初王ω0日m側I刊S波tdε♂r 子災ミ吋e悦叶r汁'1い&却n吋ds問ぞlμ弘同吋aばtωoe叩nim仇hいu郎2路stτriぷ♂， i11 : Bijdragen tot de economisdば

Geschiedenis (Utrecht-Antwerpen， 1968)， 90--1 (original， 1926-7).スネラ

ーは.ヴェーゼノレのボンパジン:仏総・療の交機， Barchent-B0111basinと箆てい

るが，この点はたお検討をー要する。なお， Wesel こっL、ては，浪人 Sarmenhaus，

Die Festsetzung der niederlぷndischenReligionsfluchtlinge im 16. Jαhr-

hundert in lVesel und ihre Bede的 mgfi;r die wirtschaftliche E，出 oicω
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klung dieser Stadt (Di田.Kiel ; 1913)を参照できなかった。なお， トリップ

とボンノミジンの生産の伸長は，付表mc ジーモンズの計算によれば、 1580年の
ボンパジン生産は約9000反 (50m平均〉である。

14) H. Koch， Geschichte des Seidegewerbes in Koln von 13. bis zum 18. 

J ahrhundert (Schmollers Forschungen， Heft 128; Leipzig， 1907)，71 f. 99 f. ; 

Witzel， α a. 0.， 419 f; Schilling，ια 0.， 59 f.， 110 f.;ケルンの市当

局も，繰機〔手動または水力〕そのものを禁止したので、はなく，染色や撚糸・製

糸を併せた大経営の出現を阻止しようとしたので、あろう。

15) 1594-1634年に，ケルンから101人の商人を迎入れているが，その中には， Johann 

Neef， Jakob u. Moritz von Uchelen， Sebastian Lang， Jost von Loen，更に

Benoit， Godin， von Overbeck， Malapert， Heldvier， Mattias u. Nikolaus Beydaels， 

Peter， Johann und Seger von dem Berghe， Thomas Brunなど，ケルンのカノレ

ヴイニスト・コロニーの有力メンバーの殆んどが含まれていた。 A.Dietz， Fra-

nkfurter H，αndelsgeschichte， 1I (Frankfurt，1920， 73. 

16) Witzel， a. a. 0.， 135 ff. ; Dietz，ια 0.， 13 f.， 251-271. 但し 1562年

以降も，新毛織物工業の関係者が少数ながらも絶えず移住している。なお，ネー

デルラ γ ト系亡命者の一部は，周辺の農村は，オッフェンパッハ Offenbach，ボ

ッケンハイム Bockenheim，レーデ、ノレハイム Rodelheim，グリースハイム Griesh-

eim.ボーナメス Bonamesに安住している。但しその多く f土，農民となったの

であり，農村工業を移植した形跡はなL、。

17) 絹工業の主要な分野は，染色絹糸，縫糸 Nahe-undSteppseide， リボン，縁飾

Posament などであった。その大部分を支配したのは， 6~8 人の縫糸商人を含

む，問屋商人で，その多くは，自らの作業場をも所有していた。この他，約20人

余の独立の縁飾士、が見られた。残余の大多数は，こうした問屋制前貸の支配下に

入っていたが，フランクアルトのツンフト士郎li[jは，ケノレンと異なり市域外への発

注を禁じていなかったから，ノイ・ハーナウやボッケンハイムなどの農村製縁飾

Landposamentierが.フランクブノレトの家内縁飾工の工賃を圧下げていた。Dietz，

a. a. 0.， 293-7. 

18)1594~1648年の問に，フランケンタールから35名，ノイ・ハーナウから27名，シ

ェーナウ，オッテノレブ‘ノレク，ノイマノレク Neunrark，ランプレヒトから6名の商人

がフランクフルトに再移住しており，その中には， de Bary， Soreau， Vivierなど

の有力な商人が含まれる。 Dietz，a. a. 0.， 86 ff. 

19) Dietz.， a. .a. 0.， 270; N.羽人 Posthumus，De Geschzedenis van de Leidsche 

Lakenindustrie Cs-Gravenhage， 1939)， 1I， 123; H. Kellenbenz，ペベlirtscha-

ftsgeschichte Kolns im 16. und beginnenden 17. JahrhundertヘZweiJahrt-
ausende. Kolner Wirtschaft， 1 (Koln， 1975)， 377. 16四年および1613年のハ
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ーナウにおける工業従事者は，次の通りで，縁飾仁がl:E倒的Jこ多い，縁昔前工 Pa-

ssamentierer 157， (126)，ブーレット綴2(2 )，ボンパジン織3( 2)，カッフア

織8(5)，絹物商人6(6)，其の{也の絹業従事者25(34)，合計201(179)，括孤内

は1613年の数字。 H.Koch， a. a. 0.， 72， Anm. 1.これに対して，フランケン

ターノレから移った呉紹は， 1605年当時99人， 1783でさえ， 136台の織機を稼動さ

せていた。 P.Koch， a.ι0.，15. 

20) H. Kellenbenz， Unternehmerkrafte im Hamburger Spanien und Portug-

alhandel 1590-1625 (Hamburg， 1654)， 179; Schilling， a. a. 0.， 77-9. 

21) H. van Asten， a. a. 0.， 69-70; Bruclmer， a. a. 0.， 141 f.， 275 f. cf. s. 

v. Hoesch， in Neue Deutsche Biographie.シェラ一家は， 1458年にベノレク公

国からアイフェノレ山地に移住して来た精錬業の一族，シュライヒャ一家は， 1466 

年〔フ、ノレゴーニュ公シャノレノレのディナン破壊、〕後アーへンに移住した鈎・真鋳製

造業者の一族c

22) Kellenbenz， Unternehmerkrafte， pa田im.1553年に，ロンドンに逃れていたネ

ーデルラント人カルヴイニストの一回がハンフツレク移住をl争入れた時，市はこれ

を拒否しているが，それは，この地のノレター派の指導者ヨアヒム・ヴェストファ

ーノレ Joachim¥へTestphalがカノレヴイニストとの間に激しい聖餐論争を展開してい

たためである。 Schilling，a. a. 0.， 122.なお，毛織物蕗人のネーテ‘ノレラント系

商人の小売に対する抗議 (1588年〉は，ebenda， 103. 

23) Kellenbenz， Wirtschaftsgeschichte Kolns， 370-95 ; H. Thimme，“Der Handel 

Kolns am Ende des 16. Jahrhunderts und die internationale Zusammensetzung 

der Kolner Kaufmannschaft"， Westdeutsche Zeitschrift fur Geschichte und 

Kunst， XXIX (1910)， 389-473.ここでは，ポノレトガノレ蕗人が香料貿易を，イ

タリア商人が生糸=毛織物の対イタリア貿易を牛耳っていたが，次第に全ヨーロ

ッパ的ネットワークを持つネーデ、ノレラント商人が，優位を占めて行く。(毛織物取

引についていうならば，ネーデノレラント系商人は， 1593年 609梱をケノレンから輸

出したのに対し，イタリア系l土、ピークの1597年にも， 34梱に過ぎなかった。

Kellenbenz， a. a. 0.， 383)なお，ポノレトカソL系ユダヤ人のヒメネス家は，ケノレ

ンを去ってハ γフ守ルクに移った。

24) Dietz， a. a. 0.，39， 243 H. ; 1554-1600年に移住して来た外国人商人385名(ブ

ランス16名を含む〉のうち毛織物は40%，30%が絹織物=生糸商人で，この他，

羊毛・麻織物などの商人も少数であるが含まれている。また8.%は，宝石商で，

比較的大商人が多かった。

なおノレター派薦人として有名なのは， Scholier， von Bodeck， von Eden， Bode， 

Kaibなどの金融業者， von Hiltenなどの絹物商， von Hensberg， von Cassel， 

Mertens， von Thal， Moors， Custodiなどの宝石商や薬種商 Materialiotらであ
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る。一方，カノレヴ{ニストには， du Fay， Famars， Soreau， Neufvi¥leなどの絹・

毛織物商人が見i甘されるのなお，付表 IIDが示すように， 1598守ー墳からネーデ、ノレ

ラント系の高額納税者の数が!日市民に追付き， 17世紀前半にはこれを大きくヲi離

す。

25) B. Hagedorn， Ostfieslands Handel und Schiffahrt im 16. J ahrhundert 

(Abhandlungen zur Verkehrs-und Seegeschichte， 3 u-6 ; Berlin， 1910/1912)， 

1， 125 ff.， 204 ff.， 213 ff. ; Schi¥ling，α.α. 0.， 66-9， 83 ff. 1554年に設立

された，ワロン系亡命者のフランス語学校には，地元の上層家庭の子弟も通学し

ていた。

N 

1) 但し，鴎接的には，南ドイツ〔カノレウ、等〕やザクセン=テューリンゲンの統毛毛

織物T‘業 Zeugmachereiの発展には，何等かの形で貢献しているものと考えられ

る。この点は，なお一層詳細な;考証を要する。

2) フランド、ノレの新毛織物工業の中心地で、ある，ホントスホーテ Hondschoote.アノレ

マンチエーノl.-Armentieres，ポーベリンゲ Poperinghe，ニューケルケ Nieuwkerke

などは，いずれも法的には農村であったが，領邦君主から，新毛織物製造の特権

Vrijheidを与えられ，そして製品規格を中心とするギノレド規制jを布いていた。そ

して，これら農村工業の生産者達が， リールやイーフ。ノレ，ブリュージュなどの特

権都市からの誘いで移住する例も珍しくはなかった。従って，新毛織物工業の場

合，都市工業と農村工業の関係がかなり流動的で、あったことに注意せねばならな

い。 cf.Coornaert， op. cit.， pp. 37-8.上記の点に関連して，カノレヴ fニスト

の農村工業の生産者達が常に営業の自由を志向していたのではなく，彼等の勢力

が強力な所で，種々のツンフト規制が新たに施行されていることに注意すべきで

あろう。この点は，カノレゥーアン派を構成する社会層や教会組織との関連で，更に

立入った検討を要する。

3) J. F. G. Goeteτs，“Die Ro¥le des Taufertums in der Reformationsgeschichte 

des NiederrheinsぺRheinischeVierteljahrsblatter， XXIV (1959)， 217-36. 
4) カトリック勢力が圧倒的に優勢なライ γ地方で、は，プロテスタント〔カノレヴアン

派やメンノ一派のみならず，ルタ一派でさえも〉は，たとえ許容されたと Lても

社会的にもまた公的にも種々の差別を受ける少数集団であり，教会を中心に信徒

は家族問の結合を強めたのみならず，経済的活動においても，公式・非公式を関

わず，非常に緊密な内集団をなし時には，同族的命名会社さえ組織している。

この特徴は， 18世紀のみならず，産業卒命後にさえ，ライン地方の繊維工業や製

紙工業などプロテスタント系企業の多い分野に痕跡を残していた。 cf.J. Hash-

agen，“Kalvinismus und Kapitalismus am RheinぺSchmollersJ ahrbuch， 
XLVII (1924)， 49-72. 
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f防災

I -主婆事si1iマ、二おけるネーグノi〆ラント

1567年以前 70年代 1585年以降

Loぉdon 3000…3500 2% 6000 3お 10000 5タ百

Frankfurt 2000 13劣 1500 10% 4000 20% 

K凸In 1000~1500 2-3.% 2000 5% 

Emden 2000--3000約40，% 5000 50%近く 3000 30% 

ヌ'esel 500…1000 7000-8000 40% 4000 20% 

Aachen 500-1 000 5 ;;~以下 3000 15% 4000 20% 

Hamburg iOOO 2000 5，9， 

Schilling，ιι 0.， 179， 
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C ネ…ダルラ γ ト人商人出身長虫

年 代 1554 1562 1576 1591 

3復 域 1554 1561 1575 1584 1600 
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出兵:Dietz:， a. a. 0.， 62. 
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c が ~n n Jf立入
トリッブ惨

1547 6ggι 5a 

1549 111/ sグ
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本橋i土， 〈一散研究ひ 163029)による研究成果の一部

であるc
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